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常盤公園の高病原性鳥インフルエンザに係る監視体制について

常盤公園内における本病の発生に伴い、２月12日に監視区域を設定し、３週間監視を強

化しておりましたが、①立入調査等により、現在まで異常は認めていないこと、②野鳥ふ

ん便のウイルス検査で陰性が確認されたことから、５日午前０時をもって従来の監視体制

に戻すこととしましたので、お知らせします。

記

１ 発生の概要

(1) ２月７日、野鳥からＨ５亜型ウイルスを確認（12日に強毒タイプと判明）

(2) ２月９日、コクチョウからＨ５亜型ウイルスを確認（16日に強毒タイプと判明）

白鳥等の殺処分、消毒など防疫措置を11日に完了

(3) ２月12日、常盤公園を中心とした半径10ｋｍを監視区域に設定

２ 監視区域の対応状況

(1) ２月７日以降、区域内の家きん農場(55農場)の立入調査等を３回行い、３月２日と

３日の最終的な調査においても異常がないことを確認

(2) ３月１日、環境省による区域内の野鳥ふん便のウイルス検査で、全て陰性を確認

３ 今後の対応

(1) 週１回の死亡状況の報告徴求など、従来の監視体制は継続

(2) 「きらら浜自然観察公園」は、３月６日から再開を予定


